
（16）山
や ま

口
ぐ ち

駒
こ ま

込
ご め

Ⅰ遺跡

遺跡の立地

　宮古市役所から西北西 2.5㎞に位置し、地形的には北側から延びる丘陵地の先端部に遺跡は立地し、
東西を山口川の支流蜂ヶ沢川へと合流する沢が流れている。標高は 21 ～ 24 ｍを測り、調査前の現況
は畑地・水田で、土地利用の為、階段状の地形に改変されていた。
調査の概要

　調査は昨年度からの継続調査分が 323㎡と東側の水路建設予定箇所において新規で 30㎡の計 353㎡
を対象とした。検出遺構は縄文時代が竪穴住居１棟、焼土遺構２基、土坑 21 基、柱穴状土坑 110 個
である。出土遺物は縄文土器大コンテナ５箱、石器小コンテナ１箱で、時期は今回調査を行った箇所
については縄文時代前期～中期が主体である。

所 在 地

委 託 者

事 業 名

発掘調査期間

調査終了面積

調 査 担 当 者

主 要 な 時 代

宮古市山口２丁目 217 ほか
国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所
三陸沿岸道路
平成 28 年４月７日～５月 13 日、12 月６日
～ 12 月 16 日
353㎡
溜　浩二郎・立花雄太郎・佐々木昭太
川村　英
縄文・平安

東側調査区全景

Ⅱ　発掘調査概報
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（17）青
あ お

猿
ざ る

Ⅰ遺跡

遺跡の立地

　遺跡は、JR 山田線千徳駅から北東約 1.8㎞に位置し、近内川とその支流によって形成された丘陵地
の縁部に立地する南東向きの緩斜面である。調査区の微地形は、三つの尾根と二つの谷から構成され
る。標高は約 30 ～ 80 ｍで、現況は山林である。今年度は、調査対象面積 4,000㎡のうち、北側の尾
根を主とする 2,100㎡の調査を終了した。南側の尾根を主とする 1,900㎡については、次年度の継続調
査となる予定である。
調査の概要

　検出遺構は、古代の竪穴住居７棟、鉄生産に関連する工房６棟、土坑 59 基、陥し穴状遺構１基、
炭窯跡２基、焼土遺構２基である。
　出土遺物は、土師器・須恵器大コンテナ２箱、石器中コンテナ１箱、鉄製品小コンテナ１箱、動物
遺存体中コンテナ１箱などである。
　竪穴住居は、尾根の頂部から南側の斜面部にかけて確認された。平面形はいずれも隅丸方形で、大
きさは一辺約２～６ｍある。カマドは北側や西側、南側に設けられている。工房は、斜面の等高線に沿っ
て長軸を設定して竪穴状に掘り込んでいる。床面で地床炉を確認している。遺構の形状と出土遺物か
ら鍛冶などの鉄生産に関連する工房の可能性がある。土坑は、尾根の頂部から南側・東側の緩斜面で
確認された。平面形は円形で、大きさは径 1.0 ～ 2.0m、深さ 0.4 ～ 2.0m で、埋土から刀子や紡錘車な
どの鉄製品や鉄滓類、貝殻など動物遺存体が出土している。土坑同士や竪穴住居と重複する事例も多
い。いずれの遺構も、古代集落の様子を知ることのできる良好な資料である。

所 在 地

委 託 者

事 業 名

発掘調査期間

調査終了面積

調 査 担 当 者

主 要 な 時 代

宮古市近内第２地割 46 ほか
国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所
三陸沿岸道路
平成 28 年４月７日～７月 22 日
2,100㎡
阿部 勝則・光井 文行・藤原雅仁
縄文・古代

古代の竪穴住居と土坑 古代の土坑

（17）青猿Ⅰ遺跡
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（18）千
せ ん

徳
と く

城
じょう

遺跡群

遺跡の立地

　遺跡は、JR 山田線千徳駅から北東約 1.0㎞に位置する。遺跡の立地は、閉伊川・近内川・神田沢な
どの河川や低湿地に囲まれた標高約 74 ｍを最高地点とする丘陵で、南側のほぼ中央に千徳沢と呼ば
れる谷状地形があり、その東側は千徳城跡、西側が古館跡・堀合館跡と呼ばれている。調査区は２箇
所に分れる。北側調査区は千徳城跡、南側調査区は堀合館跡に含まれる。調査区の標高は、約 10 ～
38 ｍで、現況は山林である。今年度は、調査対象面積 6,000㎡のうち、北側調査区 2,200㎡、南側調査
区 1,000㎡の調査を行った。南側調査区 2,800㎡は、次年度の継続調査となる予定である。
調査の概要

　検出遺構は、古代の竪穴住居 10 棟、鉄生産に関連する工房１棟、中世の竪穴建物２棟、墓壙５基
などである。出土遺物は、土師器・須恵器大コンテナ２箱、石器大コンテナ１箱、鉄製品中コンテナ
１箱、鉄滓類大コンテナ１箱、銭貨小コンテナ１箱などである。
　北側調査区の尾根の頂部で古代の竪穴住居が確認された。平面形は隅丸方形を基調とし、大きさは
一辺４ｍほどである。カマドは北側や東側に設けられている。また、中世の竪穴建物と墓壙が確認さ
れた。竪穴建物は一辺 2.5 ｍの方形で、壁際に柱穴が設けられている。墓壙の規模は、長軸 1.2 ｍ、短
軸 0.8 ｍ、平面形は長方形や楕円形で、等高線に沿って長軸が設けられている。埋土から洪武通寳な
どの銭貨や鉄釘などが出土しており、墓壙として使用された可能性が高いと推測される。
　千徳城跡の大手は北側の浄海橋（現坂本橋）付近で、南側（千徳沢付近）が搦め手であったとされ
ている。今回の調査事例は、城域における場の使われ方を考えるうえで貴重な手がかりとなる。

所 在 地

委 託 者

事 業 名

発掘調査期間

調査終了面積

調 査 担 当 者

主 要 な 時 代

宮古市千徳町４－ 29 ほか
国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所
三陸沿岸道路
平成 28 年７月 25 日～ 11 月 18 日
3,200㎡
阿部勝則・光井文行・児玉駿介
古代・中世

古代の竪穴住居 中世の墓壙

Ⅱ　発掘調査概報
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（19）沼
ぬ ま

里
り

遺跡

遺跡の立地

　遺跡は、宮古市立津軽石小学校から約 100m の南西側の丘陵地に位置する。標高は 20 ～ 30m 程で
ある。調査区の中央部には小高い尾根が東西方向に延び、それに沿うような形で南北に緩斜面が広が
る。この緩斜面は尾根と尾根の間の谷地にあたり、遺跡の北西側から北側を回り込むように沼里川が
東流する。現況は山林であったが、かつては畑地として利用されていたため北側は大きく削平を受け
ている。
調査の概要

　検出遺構は、縄文の竪穴住居２棟、古代の竪穴住居８棟、焼土遺構を含む炉 12 箇所、炭窯３基、
土坑 14 基、旧河道 2 条、溝２条、畝 15 条、柱穴状土坑 59 個等である。
　出土遺物は、縄文・弥生土器が大コンテナ２箱、土師器・須恵器が大コンテナ３箱、陶磁器が小コ
ンテナ 0.5 箱、剥片石器が小コンテナ 1 箱、礫石器が中コンテナ５箱、鉄滓が中コンテナ 68 箱、羽口
が中コンテナ３箱、土製紡錘車が２点、寛永通宝が２点等である。
　縄文及び古代の主な遺構は先述の緩斜面に分布する。古代の竪穴住居は出土遺物やカマドの位置等
から奈良時代から平安時代にまたがるものと推測される。また、調査区の南北それぞれに旧河道が見
つかっており、特に南側の河道より鉄滓、羽口等の製鉄関連遺物の出土が多く見受けられる。炉跡に
は鍛冶炉と考えられるものもあり、遺構及び出土遺物の存在からも遺跡周辺で鉄生産に関連した活動
が行われていたことが考えられる。

所 在 地

委 託 者

事 業 名

発掘調査期間

調査終了面積

調 査 担 当 者

主 要 な 時 代

宮古市津軽石第４地割大森・第６地割沼里地内
国土交通省東北地方整備局南三陸国道事務所
三陸沿岸道路
平成 28 年９月５日～ 11 月 25 日
3,800㎡
野中裕貴・村田　淳・戦場由裕
縄文・弥生・古代

調査区全景 竪穴住居内遺物出土状況

（19）沼里遺跡
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（20）根
ね

井
い

沢
さ わ

穴
あ な

田
た

Ⅳ遺跡

遺跡の立地

　遺跡は、JR 山田線津軽石駅から南西 2.9㎞にあり、根井沢川に面した北上山地からつづく丘陵の先
端に立地する。調査地は、尾根頂部と南向きの斜面にあり、標高は 29 ～ 34 ｍの範囲である。調査前
の状況は山林であった。昨年度は、今回の調査区よりも一つ北側の尾根から斜面にかけて調査を行っ
ており、製鉄炉を中心とする遺構が確認されている。
調査の概要

　今年度調査した遺構には、竪穴住居５棟、土坑 33 基、陥し穴状遺構９基、牛馬埋葬土坑 20 基など
がある。竪穴住居は、斜面下位にあり、フラスコ状土坑を含む土坑は尾根頂部から斜面上位に集中する。
このような遺構や立地のあり方から小規模な集落と考えられる。調査地西側にも遺構の広がりが予想
されることから、集落でもその周辺の様相を示していると推定される。これは斜面下位を中心に広が
る陥し穴状遺構の存在からもうかがえる。各遺構の時期は土器が出土するものの明確に決定すること
が困難であるが、縄文時代後期から弥生時代にかけての遺構と想定している。
　調査区の南端にある牛馬埋葬土坑は、馬骨を中心に 20 基を調査した。そのほか少数の牛やその他
小動物の骨も出土する。共伴する遺物から近代（大正時代か）から昭和にかけてのものと判断している。
積み重なるようにいくつもの土坑が構築されており、家畜の埋葬地あるいは病気等で一括廃棄された
ものの可能性がある。
　今年度出土した遺物には、土器大コンテナ２箱、石器中コンテナ１箱、動物遺存体大コンテナ 43
箱などがある。

所 在 地

委 託 者

事 業 名

発掘調査期間

調査終了面積

調 査 担 当 者

主 要 な 時 代

宮古市津軽石第 19 地割穴田地内
国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所
三陸沿岸道路
平成 28 年 10 月 18 日～ 12 月 20 日
900㎡
西澤正晴・河本純一・中島康佑
縄文・弥生

フラスコ状土坑 牛馬埋葬土坑

Ⅱ　発掘調査概報
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（21）田
た

屋
や

遺跡

遺跡の立地

　遺跡は、JR 山田線旧浪板駅から北へ約 500 ｍの緩斜面地に位置する。遺跡背後の鯨山（標高 610 ｍ）
から注ぐ沢流路によって形成された小支谷に数多くの遺構・遺物が分布し、本遺跡も谷底地形の拡が
る緩斜面地に位置する。なお、今年度調査区は昨年度調査区の西側に隣接する。
調査の概要

　検出遺構は、焼土３基（縄文時代前期前葉）、炭窯４基（古代）、縄文時代前期前葉を主体とする遺
物包含層１箇所である。
　出土遺物は、縄文・弥生土器が大コンテナ 13 箱で、縄文時代前期が 12.5 箱分を占める。石器は石鏃・
槍先型尖頭器・石匙等の剥片石器が小コンテナ１箱、磨製石斧・特殊磨石・敲石等の礫石器が中コン
テナ２箱である。古代の遺物は鞴羽口片２点、鉄滓小コンテナ１箱である。

所 在 地

委 託 者

事 業 名

発掘調査期間

調査終了面積

調 査 担 当 者

主 要 な 時 代

上閉伊郡大槌町吉里々々第 11 地割字田屋９ほか
国土交通省東北地方整備局南三陸国道事務所
三陸沿岸道路
平成 28 年４月７日～ 5 月 31 日、8 月１日～
9 月 15 日
3,600㎡
米田　寛・高木　晃・鈴木貞行・佐藤奈津季
久保友咲
縄文・弥生・古代

調査区全景

（21）田屋遺跡
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（22）迫
はさま

田
だ

Ⅰ遺跡

遺跡の立地

　遺跡は、岩手県立大槌高等学校の南西約 350 ｍ、大槌川北岸に位置する。北側から延びる丘陵端部
に立地し、調査区は尾根線に挟まれた谷状の地形で、西から東に下る斜面地である。調査前の状況は
山林で、遺構検出面の標高は 11 ～ 22 ｍである。
調査の概要

　検出遺構は、平安時代の竪穴住居４棟、縄文時代の遺物包含層２箇所である。出土遺物は、土師器、
須恵器が大コンテナ１箱、縄文時代の土器が大コンテナ９箱、縄文時代の石器が中コンテナ１箱であ
る。平安時代の竪穴住居４棟は出土遺物から、９世紀～ 10 世紀初め頃の年代が想定される。縄文時
代の遺物包含層は南北２箇所に分かれてみつかっている。包含されている遺物は、縄文時代前期初頭
の土器が中心であるが、縄文時代早期の土器も少量含まれる。前期初頭の土器と早期の土器は混在し
た状態でみつかっており、土層の生成とともに、近隣の地点から流入したものと推測される。

所 在 地

委 託 者

事 業 名

発掘調査期間

調査終了面積

調 査 担 当 者

主 要 な 時 代

上閉伊郡大槌町大槌第 15 地割字迫田 60-1 ほか
国土交通省東北地方整備局南三陸国道事務所
三陸沿岸道路
平成 28 年８月１日～ 10 月 21 日
2,600㎡
羽柴直人・對馬利彦・酒井野々子
縄文・平安

調査状況

Ⅱ　発掘調査概報
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（23）挾
はさま

田
だ

館
た て

跡

遺跡の立地

　遺跡は、岩手県立大槌高等学校の南約 350 ｍ、大槌川北岸に位置する。北側から延びる丘陵端部を
造成した中世城館である。城館の頂部の標高は 50 ｍ、調査区麓の標高は６ｍで、比高は 44 ｍ程となる。
調査区は城館の頂部も含む南西斜面部で、調査前の状況は山林であった。今年度での調査終了範囲は
麓から斜面中腹部分で調査範囲全体の約半分に相当する。残り頂部までは次年度以降の継続調査とな
る。
調査の概要

　検出遺構は、中世城館を構成する平場９箇所と「犬走」２条である。出土遺物は、近世 (18 世紀代 )
の肥前産染付碗が 1 点である。調査範囲の下半部（西半）は急峻な造成された切岸で、幅の狭い通路
状の「犬走」が２条横走する。中腹上部には、平場が帯状に 2 段巡るが、それぞれの段は、複数の平
場の集合体で段差が生じており、「帯曲輪」とするより「腰曲輪」が連なっていると解釈すべきである。
最頂部は 20 ｍ× 10 ｍ程の平場で、その周囲に巡る通路状の平場を含め頂部が構成される。

所 在 地

委 託 者

事 業 名

発掘調査期間

調査終了面積

調 査 担 当 者

主 要 な 時 代

上閉伊郡大槌町大槌第 23 地割字沢山 153 ほか
国土交通省東北地方整備局南三陸国道事務所
三陸沿岸道路
平成 28 年 10 月 3 日～ 12 月 12 日
2,994㎡
羽柴直人・對馬利彦・酒井野々子
中世

遺跡全景

（23）挾田館跡
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（24）小
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は ま

遺跡

遺跡の立地

　遺跡は、南リアス線唐丹駅から北へ約 1.1㎞の斜面地に位置する。遺跡両側を背後の丘陵から続く
尾根線に挟まれており、調査区北側に唐丹湾へ注ぐ沢が東流する。調査区現況は宅地である。
調査の概要

　検出遺構はない。出土遺物は縄文土器小１箱、剥片石器１点、礫石器 12 点、近世以降の陶磁器小
1/4 箱、金属製品３点である。今回の発掘調査では、縄文時代の遺物が出土したものの、竪穴住居等
の遺構が確認できず、詳細な内容は次年度以降に判断を委ねるが、昨年度の発掘調査で竪穴住居が確
認された東側を中心に縄文時代中期後半の遺物を包含する堆積層が確認されており、今年度の調査区
に隣接する東側にも集落が広がっているものと想定される。

所 在 地

委 託 者

事 業 名

発掘調査期間

調査終了面積

調 査 担 当 者

主 要 な 時 代

釜石市唐丹町字小白浜 385 ほか
国土交通省東北地方整備局南三陸国道事務所
三陸沿岸道路
平成 28 年 11 月 16 日～ 12 月 21 日
350㎡
北村忠昭・溜　浩二郎・酒井野々子
縄文

調査区全景

Ⅱ　発掘調査概報
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（25）田
た

鎖
くさり

館
だ て

跡

遺跡の立地

　遺跡は、JR 宮古駅の南西約 4.5km のところに位置し、閉伊川の南岸にある標高 20 ～ 50 ｍの山地
に立地している。調査前は殆どを山林が占めており、東側の山裾部分には民家があった。
調査の概要

　検出遺構は、竪穴建物 55 棟、土坑 67 基、堀１条、焼土２基、帯曲輪１箇所、性格不明遺構２箇所である。
出土遺物は、平安時代の土師器・須恵器が大コンテナ 13 箱、金属製品大コンテナ１箱、鉄滓大コン
テナ６箱、縄文土器大コンテナ３箱、石器が大コンテナ３箱である。
　田鎖館跡は中世にこの地域を領していた田鎖氏の居城と伝えられ、調査区は城館の東縁から中央付
近にあたる。中央付近の尾根頂部からは、中世と見られる堀跡と竪穴建物２棟、帯曲輪などを検出した。
東側の尾根及び山裾部分からは平安時代（９世紀後半が主体）の竪穴建物が多数見つかった。鉄製品
や鉄滓も出土していることから、鉄生産に関係する
大規模な集落が広がっていたことが明かになった。

所 在 地

委 託 者

事 業 名

発掘調査期間

調査終了面積

調 査 担 当 者

主 要 な 時 代

宮古市田鎖第１地割三合並地内
沿岸広域振興局土木部宮古土木センター
宮古西道路
平成 28 年４月８日～ 10 月４日
13,500㎡
杉沢昭太郎・伊東　格・澤目雄大・戦場由裕
縄文・平安・中世

狭い尾根頂部を分断する堀跡（南から） 複数の竪穴建物と土坑が重複（南から）

（25）田鎖館跡
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（26）田
た

鎖
くさり

車
くるま

堂
ど う

前
ま え

遺跡

遺跡の立地

　田鎖車堂前遺跡は JR 山田線千徳駅の南西約 1.5km の閉伊川とその支流である長沢川によって開析
された平野部に位置する。遺跡の標高は７m 前後であり、周囲は水田域であるが、調査した地点はそ
の中でも微高地に立地しており、調査前は畑地や宅地が広がっていた。市道田鎖花輪線を挟んで西側
は田鎖遺跡が隣接する。昨年度未了範囲を含む調査をおこない、今年度未了範囲および下層に広がる
縄文時代の遺構調査は次年度に繰り越すこととなった。
調査の概要

　西側調査区で縄文時代中期の遺構を検出した。遺構は竪穴住居 11 棟・フラスコ状土坑 42 基などで
ある。その他の調査区では古代～近世の遺構を検出した。古代の遺構は竪穴住居 98 棟・土坑 65 基を
調査した。竪穴住居は７～ 10 世紀前半までであるが、９世紀代が主体である。12 世紀と考えられる
遺構は掘立柱建物２棟・竪穴建物１棟・井戸１基・堀２条・溝２条である。堀は昨年度調査した東側
調査区から連続する。南西コーナー部分において地山を掘り残した土橋を確認した。堀内部区域には
掘立柱建物・竪穴建物・井戸が存在することから当該期の居館跡であると考えられる。中世および近
世は多数の柱穴と掘立柱建物２棟などを検出した。
　出土遺物は縄文土器（中期）大コンテナ 65 箱・石器中コンテナ 10 箱、土師器および須恵器大コン
テナ 40 箱、中～近世陶磁器類小コンテナ１箱、金属製品中コンテナ２箱、土製品小コンテナ１箱である。
　田鎖車堂前遺跡は、古代
から拠点的な集落として存
在し、12 世紀に再び地域支
配の重要拠点となり、堀を
巡らす居館として機能した
と考えられる。

所 在 地

委 託 者

事 業 名

発掘調査期間

調査終了面積

調 査 担 当 者

主 要 な 時 代

宮古市田鎖第 11 地割 46- ２ほか
岩手県沿岸広域振興局宮古土木センター
宮古西道路建設事業
平成 28 年４月 11 日～ 12 月 27 日
3,800㎡
福島正和・趙哲済・阿部勝則・光井文行・中村隼人
舩渡耕己・児玉駿介・佐々木隆英・白戸このみ
縄文・古代・12 世紀・中世・近世

西側調査区全景（東から）

Ⅱ　発掘調査概報
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（27）世
せ

田
た

米
ま い

城
じょう

跡

遺跡の立地

　遺跡は、住田町役場の南約 700 ｍ、気仙川の東岸に位置する。東側から延びる丘陵の端部を造成し
た中世城館である。城館の頂部の標高は 121 ｍ、調査区内の最標高値は 113 ｍ、調査区麓の標高は 73
ｍで、比高は 48 ｍ程 ( 調査区域内では 40 ｍ ) となる。調査区は城館の南西部分で、調査前の状況は
山林である。
調査の概要

　検出遺構は、中世城館を構成する平場（腰曲輪を含む）15 箇所と「犬走」２条である。出土遺物は、
中世城館に係るものは、中国産染付皿 1 点と瀬戸・美濃産陶器皿 1 点・瀬戸産陶器壷２点がある。調
査区域内の南面には幾段も連なる腰曲輪が構築され、西面は急峻な切岸で構成されており、気仙川河
口方面からの侵攻に対する防御を重視した城館と理解できる。また出土陶磁器から 15 〜 17 世紀初頭
に機能していた城館であることも明らかになった。

所 在 地

委 託 者

事 業 名

発掘調査期間

調査終了面積

調 査 担 当 者

主 要 な 時 代

気仙郡住田町世田米字火石 61 番地１ほか
沿岸広域振興局土木部大船渡土木センター
地域連携道路整備事業一般国道 340 号世田米
平成 28 年４月８日～７月 28 日
9,970㎡
羽柴直人・對馬利彦・酒井野々子
中世

遺跡全景

（27）世田米城跡
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（28） 八
は ち

幡
ま ん

沖
お き

遺跡

遺跡の立地

　遺跡は、JR 折壁駅から約１km 南西に位置し、矢越山と新館山から北に張り出す細長い尾根上に立
地している。この尾根は町内を東流する大川の近くまで張り出しており、当該地域である折壁地区を
一望することができ、大川や国道 284 号線（気仙沼街道）を挟んだ北側には室根山がそびえる。調査
区の標高は 172 ～ 191 ｍで、現況は山林・畑地である。
調査の概要

　昨年度からの継続調査で３年目となり、今年度の調査区は、遺跡中央の２つの尾根に挟まれた谷間
の低位部分にあたる。検出遺構は、昨年度から続く堀状遺構２条、溝状遺構５条、水路１条である。
出土遺物は無い。
　堀状遺構は、尾根の麓に沿って確認された。昨年度までの調査では、遺跡全体を中世城館と想定し、
規模や形態からこれに伴う堀跡と想定していたが、今年度の調査の結果、全体の縄張りとして防御的
な機能があまり見られないことや、郭やこれに付属する施設等が確認されなかったことから堀状遺構
とした。出土遺物も無く想定の域を出ないが、地山が砂鉄を多く含む真砂土であることや室根・気仙
沼地区に鉱物資源を採取した鉱山跡や資料が数多く残ることなどから、中～近世の鉱物採掘跡の可能
性が示唆される。溝状遺構としたものについても、規模は小さいながら同様の痕跡である可能性が考
えられる。

所 在 地

委 託 者

事 業 名

発掘調査期間

調査終了面積

調 査 担 当 者

主 要 な 時 代

一関市室根町折壁字向山 41 番地５ほか
岩手県県南広域振興局土木部一関土木センター
地域連携道路整備事業折壁地区室根バイパス
平成 28 年６月１日～８月５日
1,450㎡
小林弘卓・米田　寛・鈴木貞行・久保友咲
縄文・中世～近代

堀状遺構（北から） 低位部の作業風景

Ⅱ　発掘調査概報
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（29）浜
は ま

川
か わ

目
め

沢
さ わ

田
だ

Ⅱ遺跡

遺跡の立地

　遺跡は、山田町役場の北東約 3.5㎞、山田湾北岸に面する浜川目地区に所在している。遺跡範囲は
浜川目地区西側の丘陵部尾根部及び谷部にかけて広がり、今回の調査区は山田湾に向かって延びてい
る平坦な丘陵尾根部２箇所とその東西側の斜面部である。現況は杉林である。隣接する北東側に広が
る低位の緩斜面部には、浜川目沢田Ⅰ遺跡が所在し、平成 26 年度に集団移転事業にともなって発掘
調査が行われており、縄文時代中期の遺構とともに多量の縄文時代の土器が出土し、海辺の集落遺跡
として確認されている。
調査の概要

　検出遺構は、縄文時代の竪穴住居 18 棟（中期）・フラスコ形の土坑を含む土坑類 151 基（中期）・
陥し穴状遺構２基（溝状）・炉３基・焼土４基・埋設土器１基・不明遺構１基・柱穴状土坑 26 個、平
安時代の工房７棟・工房の可能性を含む住居状遺構２棟・フラスコ形の土坑を含む土坑類 23 基・炉
１基・不明遺構１基・柱穴状土坑５個、時代不明の土坑類４基・焼土１基・溝３条・道路状遺構２条・
炭窯３基・不明遺構４基・柱穴状土坑 45 個である。出土遺物は縄文土器大 11.5 箱、剥片石器大 2/3
箱、礫石器大 30 箱、土製品２点、石製品 11 点、貝殻大１箱、平安時代の土器大 1/3 箱、土製品１点、
コハク玉１点、羽口大 1/2 箱、金属製品大 1/3 箱、鉄滓大 1/2 箱、貝殻大１箱、近世以降の陶磁器大
1/3 箱、土製品２点、石製品１点、金属製品大 1/3 箱、貝殻大 1/3 箱である。
　今回の発掘調査では、竪穴住居ともに多くのフラスコ形の土坑が見つかり、縄文時代中期の集落が
緩斜面部のみならず、丘陵尾根部から斜面部にも広がることが判明した。また、平安時代は、小規模
ながら鉄生産に関係する遺構・遺物が見つかり、平安時代の生産活動の一部が確認された。

所 在 地

委 託 者

事 業 名

発掘調査期間

調査終了面積

調 査 担 当 者

主 要 な 時 代

下閉伊郡山田町大沢第 11 地割 113-3 ほか
岩手県沿岸広域振興局土木部宮古土木センター
主要地方道重茂半島線地域連携道路整備事業大
沢～浜川目
平成 28 年４月５日～ 11 月 25 日
 13,500㎡
北村忠昭・佐々木隆英・白戸このみ
縄文・弥生・平安

縄文時代の竪穴住居 平安時代の工房

（29）浜川目沢田Ⅱ遺跡
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（30）長
は

谷
せ

堂
ど う

貝
か い

塚
づ か

遺跡の立地

　遺跡は、盛川の東岸に形成された河岸段丘上、今出山の山麓緩斜面に立地し、約 300 ｍ四方の広が
りを持つ。過去 15 回の発掘調査が実施され、縄文時代中期から平安時代にかけての遺跡であること
が判明している。今回の第 16 次調査は遺跡の東縁にある市道の拡幅に伴うもので、調査区標高は 30
ｍ前後である。なお、次年度は同事業に伴い北側隣接地の調査が予定されている。
調査の概要

　検出遺構は、竪穴住居 20 棟、石囲炉 14 基、土坑 17 基、配石遺構５基、埋設土器２基、剥片集中
遺構３基、柱穴状土坑 117 基、遺物包含層約 650㎡である。遺構の時期は縄文中期後葉を中心とする。
これらの遺構群は、南西に隣接する平成 14 年度調
査区で検出された遺構群と総合して判断すると、遺
跡の東半において環状構造となる縄文中期集落の一
部と捉えられる。
　出土遺物は、縄文土器 149 箱、石器 62 箱、土製品・
石製品 4 箱、動物遺存体 51 箱等。多くは調査区の
大半に広がる遺物包含層からの出土である。包含層
は層厚最大 80㎝に達し、縄文中期前葉から後期初頭
までの時期幅がある。包含層中にはアサリを主体と
した貝層が複数あり、これに伴い哺乳類・魚類等の
動物遺存体が良好な状態で出土している。

所 在 地

委 託 者

事 業 名

発掘調査期間

調査終了面積

調 査 担 当 者

主 要 な 時 代

大船渡市猪川町字長谷堂 183 番地ほか
大船渡市都市整備部建設課
市道猿石線道路改良事業
平成 28 年６月９日～ 12 月 16 日
950㎡
高木　晃・星　雅之・佐藤奈津季・佐々木正樹
戦場由裕
縄文

調査区北端竪穴住居群

調査状況

貝層内獣骨出土状況

Ⅱ　発掘調査概報
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ふ り が な
書 名
副 書 名
巻 次
シ リ ー ズ 名
シ リ ー ズ 番 号
編 著 者 名
編 集 機 関
所 在 地
発 行 年 月 日

へいせいにじゅうはちねんどはっくつちょうさほうこくしょ
平成 28 年度発掘調査報告書

岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書
第 676 集
村木　敬

（公財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター
〒020-0853　岩手県盛岡市下飯岡 11 地割 185 番地　ＴＥＬ（019）638－9001
西暦 2017 年３月 21 日

報 告 書 抄 録

03201 KF61－0251

コード
市町村 遺跡番号

調査期間 調査面積
㎡

1,700 ㎡

調査原因

岩洞ダム
貯水池

護岸工事

北緯
  °′″

東経
  °′″

39 度
50 分
18 秒

2016.6.13
　～  　
2016.7.7

141 度
21 分
50 秒

ふりがな
所収遺跡名

岩洞湖Ⅰ遺跡
がんどうこ

所収遺跡名

岩洞湖Ⅰ遺跡

要　　　約

※緯度・経度は世界測地系による数値である。

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

ふりがな
所在地

岩手県盛岡市玉山区

薮川字亀橋地内

いわてけんもりおかしたまやまく

やぶかわあざかめはしちない

ふ り が な
書 名
副 書 名
巻 次
シ リ ー ズ 名
シ リ ー ズ 番 号
編 著 者 名
編 集 機 関
所 在 地
発 行 年 月 日

へいせいにじゅうはちねんどはっくつちょうさほうこくしょ
平成 28 年度発掘調査報告書

岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書
第 676 集
溜　浩二郎・佐藤あゆみ

（公財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター
〒020-0853　岩手県盛岡市下飯岡 11 地割 185 番地　ＴＥＬ（019）638－9001
西暦 2017 年３月 21 日

03208 ＭＦ55－0091

コード
市町村 遺跡番号

調査期間 調査面積
㎡

6,800 ㎡

調査原因

一般国道
283 号

釜石花巻
道路事業

北緯
  °′″

東経
  °′″

39 度
31 分
68 秒

2016.9.16
　～  　

2016.11.11

141 度
52 分
84 秒

ふりがな
所収遺跡名

栃洞Ⅳ遺跡
とちほら

所収遺跡名

栃洞Ⅳ遺跡

要　　　約

※緯度・経度は世界測地系による数値である。

種別

狩猟場

主な時代

縄文

主な遺構

土坑　　　　　　５基

陥し穴状遺構　　３基
竪穴住居　　　　１棟

主な遺物

縄文土器

集落跡 古代 土師器、土鈴、鉄鏃
近世 銭貨

特記事項

ふりがな
所在地

遠野市遠野町

第 30 地割４-1 ほか

とおのしとおのちょう

だい ちわり

古代の竪穴住居にはロクロピット
が付随する。住居内から土鈴、鉄
鏃出土。

北面側の緩斜面地に、縄文時代の土坑、陥し穴状遺構、古代の竪穴住居を検出した。周辺遺跡からも出土し
ている明神裏Ⅲ式の土器が出土したことから、当該地に縄文時代早期中葉から生活の痕跡が認められ、一定
の期間は狩猟場として活用されていた。古代の竪穴住居にはロクロピットが付属しており、土師器を生産し
ていた工人の住まいが想定される。住居内からは土鈴や鉄鏃が出土し、生活の一端が明らかになった。
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コード
市町村 遺跡番号

調査期間 調査面積
㎡

920 ㎡

調査原因

国道45号
種市登坂
車線整備
事業

北緯
  °′″

東経
  °′″

40 度
19 分
21 秒

2016.10.31
　～  　

2016.12.05

141 度
45 分
49 秒

ふりがな
所収遺跡名

八森遺跡
はちもり

所収遺跡名

八森遺跡

要　　　約

※緯度・経度は世界測地系による数値である。

種別

集落跡

主な時代

奈良

主な遺構

竪穴住居　　　　１棟

主な遺物

土師器、縄文土器、
石器

特記事項

ふりがな
所在地

洋野町有家第３地割

八森ほか

ひろのちょううげだい　　ちわり

はちもり

　今回の調査で、緩やかに傾斜する谷底平野から洋野町内で三例目となる奈良時代（８世紀）の竪穴住居が
１棟検出された。また、調査区の東側に続く畑と原野に集落が存在することが考えられる。
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